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村上駅周辺まちづくりプランの策定について 

１．村上市の計画における村上駅周辺の位置づけ 

［第１次村上市総合計画］ 

◎ 安全で快適な住みよいまちづくり 
＜公共交通の充実＞ 
・主要となる駅周辺の回遊性※を高め、利便性の向上、アクセス性の向上を図るため、

東西自由通路など公共基盤の整備を検討します。 

※回遊性：駅施設や駅周辺の交通環境改善を図り、行き止まりのない動線をつくることで

往来しやすくすること。 

［村上市都市計画マスタープラン］ 

◎ 村上駅周辺に関連する整備方針 
＜ＪＲ村上駅＞ 
・橋上駅化も視野に駅西口の開設を目指す。 
・交通結節点としてパーク＆ライド、駐輪場、バスプールなど、乗り継ぎ機能向上を

目指す。 
＜ＪＲ村上駅周辺の大規模未利用地＞ 
・交通利便性を活用した当市に相応しい都市型住宅や地域物産展示販売、アミューズ

メント、防災、緑の交流空間などに配慮した都市機能の整備を目指す。 
 
２．村上駅周辺まちづくりプラン策定の背景、目的及びプランの位置づけ 

厚生連村上総合病院（以下「村上総合病院」）が村上駅西側に移転する計画があり、現村

上駅前の区域が、空洞化、衰退しないよう移転後の跡地利用策や活性化策、及び駅周辺の

土地利用や施設整備について検討する必要があることから、村上駅周辺のまちづくりを推

進するための基本的な方針及び計画として「村上駅周辺まちづくりプラン」（以下「まちづ

くりプラン」）を策定します。 
まちづくりプランは、村上市都市計画マスタープランの方針に則り、駅西口の開設も考

慮した駅の東西間移動に係る整備や、市民の利便性の向上を図る駅の西側の整備、及び村

上総合病院移転後の跡地利用を柱としたハード面の整備と、活性化のためのソフト事業に

ついて計画したいと考えています。 
なお、まちづくりプランで計画された事業は、村上駅周辺のまちづくりの基本方針実現

のための方策であり、事業の実施については、その時点での本市の財政状況、社会情勢を

考慮し、実施の可否、実施時期、事業の詳細部分、活用できる国県の支援事業等を改めて

検討することになります。 

 
３．村上駅周辺地区の現況等 

＜駅周辺地区の人口＞  市全体人口 ６６，４２７人 

・村上駅から半径５００メートル ：  １，７０３人 

・村上駅から半径１キロメートル ： １０，０８３人（市全体の約１５％） 

【平成２２年国勢調査】 

＜ＪＲ村上駅＞ 

・平成２２年度 ＪＲ東日本が村上駅バリアフリー化設備の整備を行い、車椅子対応

型エレベーター設置とホーム間の連絡跨線橋を整備。 
国と市は、補助金を交付。（整備事業費の３分の１ずつ） 

 
＜村上総合病院＞ 

厚生連村上総合病院は、県北地域の基幹病院として、救急告示病院、災害拠点病院、

へき地医療拠点病院などに指定され、地域医療における重要な役割をはたしています

が、現在の病院施設（本館）は建築から約４５年が経過し、老朽化・狭隘化が進んで

いるほか、建物の耐震性に懸念があるなど建て替えが大きな課題となってきました。 
厚生連では平成２０年頃から移転新築の検討が始まり、当初は４箇所（旧ジャスコ

跡地、山居山、山辺里、駅西）を候補地として検討されてきましたが、検討を進める

中で、旧ジャスコ跡地は土壌汚染が確認されたこと、山居山は地質に課題のあること

から候補地から除かれることとなりました。 
このような経緯から、現在地、山辺里、駅西の３箇所について検討が行われること

となりましたが、厚生連において駅西を新築候補地とすることが決定され、平成２５

年５月村上市に対し候補地決定の報告がありました。 
新病院の完成と開院時期については、現時点では未定です。 

 
＜旧ジャスコ跡地＞ 

旧ジャスコ跡地の面積は、約１万平方メートルです。 
ジャスコ以前に製錬工場が建っていた場所で、イオンが所有している土地です。 
病院の移転場所候補として検討されていたため、平成２３年、市では、病院建設用

地として適地かどうか確認するボーリング調査を実施しましたが、有害物質を確認し

たことから、病院用地には不適切と判断されました。 
現在、アスファルト舗装されており、村上総合病院が借り受け、有料駐車場として

使用しています。 

資料２ 
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４．策定体制 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

①アンケート調査（調査期間：平成２５年１１月～１２月） 
a. 一般市民（20 歳以上）無作為抽出 b.駅周辺居住者を除く） 

配布数 ３，０００通・回答数 １，３５０通・回収率 ４５．０％ 

b. 村上駅周辺居住者（全戸：田端町、飯野西、緑町、松原町） 

配布数 １，０５２通・回答数 ５６８通・回収率 ５４．０％ 

c. 高校生（村上、村上桜ヶ丘、村上中等教育学校） 

配布数 ４０３通・回答数 ４０３通・回収率 １００．０％ 

d. 村上駅利用者 

配布数 ５８０通・回答数 ２０９通・回収率 ３６．０％ 

②座談会（開催日：平成２６年１月２１日・２９日・２月６日） 
・参加者：３０人（まちづくり協議会、村上商工会議所青年部、いわふね青年会議所、都岐沙羅パートナーズセンター、

瀬波温泉旅館協同組合、村上駅前商店街振興組合、村上市観光協会、村上市ＰＴＡ協議会、一般公募） 
・会場：村上市生涯学習推進センター及び村上市教育情報センター 
・ワークショップ形式による意見交換 

【意見交換内容】 
a. 駅周辺地区の全体像：良いところ・改善すべきところ、１０年後の将来像 
b. 駅の機能及び移動環境：駅及び駅周辺の施設整備と移動環境 
c. 駅周辺のまちづくり：駅前・まちなかの活性化策 

５．策定フロー 

(1) 現況整理・測量調査（村上駅構内・駅周辺） 
(2) アンケート調査の実施 

 
(3) 村上駅周辺区域の現状と課題の整理 

(4) アンケート調査の集計・分析 
 

(5)現状把握と課題の整理 
（市民意見と整備に係る制約等） 
①アンケート結果 
②利用状況と交通実態 
③鉄道会社の意向 

(6) まちづくり方針と都市機能配置の検討 
(7) 対象区域の将来全体像の整理 

(8) 事業内容の検討・設定 
①必要機能・必要施設 
②土地利用・環境 
③道路・交通・公園・緑地 
④駅及び駅周辺の整備 
⑤活性化策 

(9) 概算事業費の算定 

(10) 事業スケジュールの設定 

 

○策定委員会 

策定委員会を開催

し、現状分析、ア

ンケート結果、懇

談会意見などを踏

まえ、基本構想を

作成する。（３回程

度予定） 
 

 

庁
内
推
進
会
議
（
随
時
） 

 

関
係
機
関
と
の
協
議
・
調
整 

 
村上駅周辺まちづくりプラン基本構想 

 
村上市議会 

 
パブリックコメント 

 
 
 

村上駅周辺まちづくりプラン 

 

◎村上市村上駅周辺まちづくり 

プラン等策定委員会 

＊委員構成（１５名以内） 

・住民の代表 

・関係諸団体に属する者 

・学識経験者 

・関係行政機関 

①アンケート調査 

（住民意向の把握） 

②座談会 

市 長 

（庁内推進会議等） 

市議会 

関係機関 

（新潟県等） 

説 明 

調 整 

説明

意見公募

※策定委員会：パブリックコメントの結果と対応も併せて基本構想から
プランを作成する予定（若干回開催予定） 



3 
 

６．委員会スケジュール（案） 

開催時期等 審議事項等 備 考 

第１回 

（２月１２日） 

○委員委嘱 

○正副委員長の選出 

○策定委員会の設置について 

○まちづくりプランの策定について 

・策定の背景 

・目的 

・位置づけ 

・策定の流れ 

・計画構成（案） 

○アンケート調査結果、座談会の実施報告 

 

第２回 

（２月下旬） 

○まちづくりプラン基本構想（素案）の検討 

・現況課題の整理 

・基本方針（案） 

・具体的な取り組み（案） 

 

第３回 

（３月中旬） 

○まちづくりプラン基本構想（案）について 

・主要事業 

・内容、目標指標の設定 

・スケジュール 

・概算事業費 

・パブリックコメントの実施について 

 

 

 

 

 

 

 

 

７．村上駅周辺まちづくりプランの構成（案） 

○はじめに 

村上駅周辺まちづくりプランとは 

１．村上駅周辺の現況 

人口・世帯数・高齢化、未利用地、道路・公園状況など 

２．住民等の意向把握 

アンケート結果・座談会結果 

３．村上駅周辺の課題整理 

現状や住民意向などをもとに駅周辺地区の課題を整理 

４．駅周辺まちづくり基本方針の設定 

現状、住民意向、課題などをもとに、駅周辺地区の将来像や基本方針を策定

５．基本方針実現のための事業内容の検討 

基本方針を実現させるための事業を検討 

６．概算事業費の算定 

各事業の概算事業費を算定 

７．事業スケジュールの設定 

計画期間における事業スケジュールを設定 

８．評価指標の設定 

選定した事業について、その達成度を評価するための客観的指標を設定 

 

 



【参考】上位計画での駅周辺地区の位置づけ 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

■村上市都市計画マスタープラン（H22 年策定） 

 村上市のまちづくりの指針となる「村上市都市計画マスタープラン」では、平成

42 年を目標年に以下の５つを「まちづくりの重点目標」とし、環境にやさしく暮ら

しやすい「コンパクトなまちづくり」を目指しています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 この中で、村上市街地では「都市拠点の充実」を標榜し、以下の機能強化を目指 
すとしています。（抜粋） 

 
 
 
 

 

  村上駅周辺に関連する整備方針としては、以下の点を掲げています。 

 

■村上地域の整備方針（抜粋） 
 

■都市防災の方針（抜粋） 
 

■都市拠点の充実 

●居住機能の充実 

●都市サービス機能の充実（買物、医療、行政、文化等） 

●地域資源の活用と交流人口の拡大 

【ＪＲ村上駅周辺の大規模未利用地】（抜粋） 

●交通利便性を活用した当市に相応しい都市型住宅や地域物産展示販売、アミュ

ーズメント、防災、緑の交流空間などに配慮した都市機能の整備を目指す 

【ＪＲ村上駅】（抜粋） 

●橋上駅化も視野に駅西口の開設を目指す 

●交通結節点としてパーク＆ライド、駐輪場、バスプールなど、乗り継ぎ機能向

上を目指す 

■交通体系の方針（抜粋） 
 

 まちづくりの重点目標（抜粋） 

■土地利用の方針（抜粋） 
 

【
全
体
構
想
】 

＜村上駅周辺地区に関する記述＞ ※左ページに抜粋した箇所を■黄色で着色 

人どうしのコミュニケー 

ションがあり、歩いて 

暮らせる便利な“市街地”

【
地
域
別
構
想
】 


